
　

６
月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
小
名
浜
に
お
い

て
、
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
株
式
会
社
カ
ズ
レ
ー

ル
ウ
ェ
イ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代

表
の
田
中
一
弘
様
を
お
招
き
し

「
い
わ
き
市
に
お
け
る
公
共
交

通
を
軸
と
し
た
街
づ
く
り
と
鉄

道
の
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

今
は
自
動
車
を
運
転
し
自
由

自
在
に
移
動
で
き
ま
す
が
、
や

が
て
免
許
を
返
納
す
る
時
が
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
わ
き

市
内
の
公
共
施
設
・
病
院
ま
た

は
他
県
へ
の
移
動
を
含
め
、
例

え
ば
小
名
浜
に
泉
駅
直
結
の
鉄

道
が
あ
れ
ば
、
観
光
客
や
学
生

の
方
の
移
動
が
容
易
に
な
り
、

小
名
浜
地
区
の
活
性
化
、
賑
わ

い
づ
く
り
に
も
資
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
誰

が
中
心
と
な
っ
て

や
る
べ
き
か
、
資

金
調
達
等
大
き
な

課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
小
名
浜
に
住

む
私
た
ち
が
声
を

あ
げ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

未
来
の
小
名
浜

に
鉄
道
が
あ
っ
た

ら
、
素
敵
で
便
利

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
沿
線
に
公
共

施
設
や
各
種
店
舗

が
出
来
た
ら
と
考

え
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
ま

す
。

　

小
名
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

交
通
、
と
り
わ
け
鉄
道
整
備
を

目
指
す
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
強
い
要
望
と
行
動
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
よ
う
な
気
づ
き
を

得
た
全
体
会
議
で
し
た
。
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全
体
会
議
６
月

　

７
月　

日
に
海
神
ネ
プ

チ
ュ
ー
ン
大
学
工
作
部
の
第
１

回
を
開
催
し
ま
し
た
。
工
作
部

は
前
半
の
週
で
海
岸
に
行
き
プ

ラ
ご
み
の
素
材
集
め
、
後
半
の

週
で
素
材
を
使
っ
た
工
作
教
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
前
半
は
雨
で
海
岸
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
者
の
方
は
事
務
局
で
用
意

し
た
プ
ラ
ご
み
を
使
っ
て
思
い

思
い
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
国
際
港
・
小
名
浜
」
の
誕

生
と
発
展
に
は
、
多
く
の
先
人

の
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た
。
そ

の
一
人
い
や
二
人
が
小
野
晋
平

(

１
８
８
５
～
１
９
４
３)

と
賢
司

で
あ
る
。
晋
平
と
賢
司
の
活
動

は
、
旧
海
員
会
館
（
栄
町
）
前

の
広
場
に
あ
る
頌
徳
碑
と
銅
像

に
よ
り
、
あ
る
程
度
は
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
場
所
は
、

晋
平
が
小
名
浜
港
と
地

域
の
発
展
を
見
守
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
晋
平
は
、

小
名
浜
の
酒
造
業
「
清

水
屋
」
小
野
賢
司
（
１

８
５
５
～
１
９
１
９
）
の

長
男
と
し
て
明
治　

年

（
１
８
５
５
）　

月　

日
に

生
れ
た
。
地
元
の
小
名

浜
尋
常
小
学
校
か
ら
旧

制
磐
城
中
学
校
に
入
学

す
る
が
、校
則
違
反
（
新

聞
を
生
徒
は
読
ん
で
は

い
け
な
い
）
で
校
長
と
衝
突
、

中
退
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、

上
京
、
遊
学
を
経
て
家
業
に
就

い
た
。

　

父
賢
司
か
ら
教
わ
る
日
々
は

長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
大
正

８
年
（
１
９
１
９
）
７
月
、
賢
司

の
突
然
の
死
（
享
年　

歳
）
に

よ
り
、
晋
平
（
当
時　

歳
）
は
、

「
港
づ
く
り
推
進
の
リ
ー
ダ
ー

役
」
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
の

だ
っ
た
。

　

賢
司
は
、
生
前
、
町
議　

年
・

町
長
２
期
・
県
会
議
員
１
期
と

い
う
要
職
に
つ
き
、
漁
港
の
整

備
に
尽
力
し
て
い
た
。
明
治
末

期
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
い
わ

き
の
各
浜
は
、
沿
岸
か
ら
沖
合

の
魚
群(

主
に
カ
ツ
オ)

を
も

と
め
て
漁
船
の
動
力
化
が
進
ん

だ
。
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
た

漁
船
は
大
型
化
し
重
量
は
増
し

た
。
漁
獲
量
も
急
激
に
伸
び
た
。

以
前
は
水
揚
げ
の
場
所
は
砂
浜

で
間
に
合
わ
せ
て
い
た
が
、
直

接
漁
船
が
接
岸
で
き
る
「
岸
壁
」

つ
ま
り
港
が
必
要
と
な
っ
て
い

た
。

　

小
名
浜
町
民
念
願
の
「
小
名

浜
漁
港
」
は
、
東
京
～
塩
釜
間

の
避
難
港
と
し
て
大
正
７
年

（
１
９
１
８
）　

月
、
港
湾
修
築

工
事
に
着
工
す
る
。
５
ヶ
年
継

続
、
事
業
工
費
は　

万
円
、
負

担
割
合
は
、
国
庫　

万
円
、
県

　

万
円
、
地
元
３
万
円
だ
っ
た
。

そ
し
て
、大
正　

年（
１
９
２
３
）

５
月
、
小
名
浜
漁
港
の
修
築
事

業
は
完
成
し
た
。
砂
浜
は
「
護

岸　

ｍ
、埋
立
て
２
１
，０
０
０
㎡
、

物
揚
場　

ｍ
、
東
防
波
堤　

ｍ
、

内
防
波
堤　

ｍ
」
と
い
う
大
変

貌
を
と
げ
た
。
そ
の
姿
を
晋
平

は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
見

た
だ
ろ
う
か
？

　
「
漁
港
は
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
の
小
名
浜
に
は
商
港
が
必
要

だ
！
工
場
の
誘
致
だ
！
」
大
正

　

年
か
ら
小
名
浜
町
会
議
員
に

な
っ
て
い
た
晋
平
は
、
そ
の
年
、

県
会
議
員
に
立
候
補
し
当
選
、

県
政
の
道
に
進
ん
だ
。

未
来
の
公
共
交
通
機
関
を
考
え
る

未
来
の
公
共
交
通
機
関
を
考
え
る
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海
神
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
大
学
２
０
２
３

海
の
プ
ラ
ご
み
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
、
体
験
イ
ベ
ン
ト

築
港
の
先
人…

小
野
晋
平
と
賢
司…

小
　
野
　
　
　
浩

小
野
晋
平
翁  

没
後
　
年
　
特
別
企
画
①

80

旧海員会館（栄町）前の広場
にある頌徳碑と銅像

▲全体会議の様子（右上：講師　田中一弘氏）

大正12年（1923）小名浜港　今から100年前
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を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
熱
血
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
人

力
戦
艦　

汐
風
・
澤
風
」（
福

島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
と
の
共
同
製

作
）
の
デ
ジ
タ
ル
屋
外
広
告
が

放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。　

イ
ン

チ
と
東
北
最
大
級
の
大
画
面
で

迫
力
満
点
で
す
。

　

い
わ
き
駅
近
く
に
行
っ
た
際

は
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
人
力

戦
艦　

汐
風
・

澤
風
」
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

本
編
は
こ

ち
ら
か
ら
←

　
　

　

８
月
１
日
～　

日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
い
わ
き
駅
前
ラ
ト
ブ

に
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
小
名

浜
港
の
防
波
堤
と
し
て
沈
め
ら

れ
た
駆
逐
艦
「
汐
風
・
澤
風
」

　

小
名
浜
本
町
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
で
日
曜
朝
市
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
７
月
は　

日
に

開
か
れ
、
朝
早
く
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
４
年

ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
２
回
目
と
な
っ
た
朝
市

に
は
、
野
菜
・
蒸
し
タ
コ
・
豆
腐
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
パ
ン
な
ど
８
店

舗
が
出
店
し
、
お
目
当
て
の
品

を
買
い
に
来
る
方
々
で
活
気
づ

い
て
い
ま
し
た
。

　

購
入
す
る
と
抽
選
券
が
も
ら

え
、
商
品
券
や
ス
タ
ン
プ
な
ど

が
当
た
る
空
く
じ
な
し
の
抽
選

会
が
あ
り
大
変
楽
し
め
る
朝
市

で
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
８
月　

日
、

９
月　

日
、　

月　

日
、　

月　

日
で
す
。
た
だ
し
、
天
候
に
よ

り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

朝
の
散
歩
が
て
ら
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
勧
め

で
す
。

しおさいかわら版しおさいかわら版令和５年 8月 10日 第73号

　　　随時 FB に活動状況を
　　　アップしています。
見つけたらぜひ、
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小名浜まちづくり市民会議では随時、会員募集しています。学生さんも、働くお父さんも、子
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集
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特
務
艇「
は
し
だ
て
」

　
　
　
一
般
公
開

お
盆
の
過
ご
し
方

　

７
月
９
日
、
小
名
浜
ア
ク
ア

マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
て
海
上
自
衛

隊　

特
務
艇
「
は
し
だ
て
」
の

一
般
公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
は
し
だ
て
」
は
災
害
支
援
能

力
を
も
つ
海
の
迎
賓
館
と
い
わ

れ
ま
す
。
平
時
は
国
内
外
の
来

賓
客
の
接
待
や
会
議
、
国
内
で

の
広
報
活
動
に
用
い
て
、
有
事

に
は
艇
内
の
テ
ラ
ス
や
会
議
室

な
ど
各
区
画
が
仮
設
の
診
療
所

と
な
り
、
軽
症
者
の
治
療
を
行

い
ま
す
。

　

一
般
公
開
で
は
、
多
く
の
観

光
客
が
自
衛
官
と
質
疑
応
答
や

写
真
撮
影
で
交
流
し
て
い
ま
し

た
。
自
衛
官
に
尋
ね
る
と
「
は

し
だ
て
」
は
、
東
日
本
大
震
災

時
は
福
島
県
内
各
地
の
漁
港
に

入
港
し
、
港
か
ら
港
へ
支
援
物

資
を
届
け
た
り
、
重
症
患
者
を

首
都
圏
の
病
院
に
搬
送
し
た
そ

う
で
す
。

　

今
回
は
、
母
港
の
横
須
賀
港

か
ら
約　

時
間
で
小
名
浜
港
に

到
着
。
自
衛
官
の
皆
さ
ん
、
遠

く
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

５
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５

類
に
移
行
し
、
今
年
の
お
盆
は

実
家
を
離
れ
て
い
る
家
族
の
帰

省
が
増
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

一
般
的
に
は
、
８
月　

日
か

ら
８
月　

日
ま
で
の
４
日
間
を

お
盆
と
い
い
ま
す
。　

日
に
迎

え
火
を
焚
き
、
祖
先
の
霊
を
迎

え　

日
に
送
り
出
し
ま
す
。
先

祖
の
霊
が
１
年
に
１
度
、
帰
っ

て
く
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
霊
を
迎
え
感
謝
の
気
持
ち
を

も
ち
供
養
す
る
期
間
で
す
。

　

盆
棚
に
は
「
早
く
家
に
帰
っ

て
お
い
で
！
」
と
野
菜
の
キ
ュ

ウ
リ
を
馬
に
見
立
て
て
飾
り
、

送
る
と
き
は
家
を
ゆ
っ
く
り
と

出
て
ほ
し
い
た
め
に
、
ナ
ス
を

牛
に
見
立
て
ま
す
。

　

よ
く
、
お
盆
の
期
間
は
「
先

祖
様
が
家
に
い
る
の
だ
か
ら
、

家
を
留
守
に
し
て
は
ダ
メ
だ

ぞ
！
」
と
親
に
言
わ
れ
た
も
の

で
し
た
。
い
う
こ
と
を
聞
か
ず
、

海
水
浴
に
行
き
、
波
に
さ
ら
わ

れ
た
こ
と
も
事
実
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
以
来
、
お
盆
中
は
お
と
な

し
く
家
に
い
て
家
族
や
親
戚
と

時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
心
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
が
い
る
の
は
、
祖

先
が
い
て
の
こ
と
。
お
盆
く
ら

い
は
、
先
祖
の
こ
と
を
の
ん
び

り
考
え
る
い
い
機
会
で
す
ね
。
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マ
ー
メ
イ
ド
の

さ
さ
や
き

マ
ー
メ
イ
ド
の

さ
さ
や
き

　

約
４
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で 

色
々
な
事
が
制
限
さ
れ 

日
々
の
生
活
に
苦
痛
を

感
じ
て
い
た
時 

「
１
日

１
つ
で
も
小
さ
な
幸
せ

を
見
つ
け
よ
う　

」 

と 

自
分
の
心
の
幸
せ
探
し

を
し
て
い
た
ら 

「
あ
り

が
と
う
。」
と
い
う 

感

謝
の
気
持
ち
と
言
葉
が 

以
前
よ
り
増
え
て…

 

最

近
は 

笑
い
じ
わ
も
増
え

た
様
に
感
じ
ま
す

　
　
　
　
　
　
【
Ｒ
・
Ｈ
】

！！

人
力
戦
艦　

汐
風
澤
風
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
に
て
全
３
話
配
信
中

一
般
公
開
多
く
の
人
が

お
訪
れ
賑
わ
っ
て
い
た

本
町
日
曜

朝
市
開
催

本
町
日
曜

朝
市
開
催

!?

!?

!?

人
力
戦
艦
　
汐
風
澤
風

放
映
ス
タ
ー
ト
!?
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